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竹下 卓宏
（国土交通省 鹿児島国道事務所長）

場 所 延 ⻑ R5年度の事業内容

阿久根IC
〜⻄⽬IC(仮称) 4.1km 改良⼯・橋梁下部⼯・埋蔵⽂化財調査・

道路設計・⽤地買収・⽀障物件移設補償

⻄⽬IC(仮称)
〜⼤川IC(仮称) 5.3km 調査設計

⼤川IC(仮称)
〜湯⽥⻄⽅IC(仮称) 7.8km 設計説明会・⽤地幅杭設置

湯⽥⻄⽅IC(仮称)
〜薩摩川内⽔引IC 5.2km 改良⼯・橋梁下部⼯・トンネル⼯・

道路設計・⽤地買収・⽀障物件移設補償

▼各区間の事業内容

◆阿久根川内道路とは・・・
阿久根川内道路は、南九州⻄回り⾃動⾞道のうち阿久根市鶴川内から薩摩川内市⽔引町を結ぶ総延⻑

22.4kmの⾃動⾞専⽤道路です。北薩地域と⿅児島⽅⾯・熊本⽅⾯を⼀体的に結び、災害時にも機能す
る信頼性の⾼い⾼速交通ネットワークの形成を図り、地域経済の活性化や安全・安⼼の確保等を⽬的と
して、平成27年度より事業を進めています。

阿久根川内道路
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▼Ｒ5.2 網津トンネル(仮称) 貫通式の様子

貫通発破の儀

西郷 つん
※薩摩川内市ご当地
キャラクター

阿っくん
※阿久根市ご当地
キャラクター

にし め

西目IC(仮称)
おおかわ

大川IC(仮称)
さつ ません だいみずひき

薩摩川内水引IC
ゆ だ にしかた

湯田西方IC（仮称）

延長4.1km 延長5.3km 延長7.8km 延長5.2km

阿久根川内道路（延長22.4ｋｍ） 事業中
開通済
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～令和５年度も“着実”に整備を進めます！～
R5年6月末撮影 R5年6月末撮影

網津トンネル（仮称）

R5年度の主な工事箇所

橋梁下部工工事
おうづ
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中⻄紘⼀
（計画課企画係⻑）

お世話になります！今年の４月より、鹿児島国道事務所計画課企画係長として道路事業の今後の計画について担当している
中西と申します。
阿久根川内道路【大川IC（仮称）～湯田西方IC （仮称）】間の用地買収に向けての地元説明会と、道路用地を決めるための
幅杭設置の準備をしています。地権者の方々への説明会では、丁寧に分かりやすい説明をしたいと思いますので、当日は遠慮
なくお声かけください。義祖母、義父が薩摩川内市出身で、北薩地域にもご縁がありますので、暮らしがより便利になるよう
に、少しでも早く阿久根川内道路が開通できるように働いてまいります。
よろしくお願いいたします！

▲若田 悠喜さん
（川内青年会議所 専務理事）

▲中村 爽椰さん
（鹿児島県立鶴翔高等学校生徒会長）

意見発表

本年４月から、鹿児島国道事務所 阿久根建設監督官で着任しました、藤野と申します。
阿久根川内道路の工事監督を担当しています。
私は「海」が大好きなので、西方や牛之浜付近の国道３号から見える、澄み渡るスカイブルーの水平線、時折目に入ってくる
キレイな波や燃えるようなサンセットに見とれながら現場を行き来しています。工事にあたりましては、大型車両の往来などご
迷惑をおかけいたしますが、地域の皆様のご理解・ご協力をいただきながら、工事を担当する施工者と一丸となって安全第一で
工事を進めて参りますので、よろしくお願いいたします。

藤野正志
（阿久根建設監督官）

担当者の紹介◇◆

〜R5.7.22 ⼤会の模様〜

阿久根川内道路の開
通により、人・物・文
化を運ぶことで、観光
客の増加に繋がります。
また、災害時の交通

の利便性が高まり、支
援者・緊急物資の確保
ができ、明るい豊かな
社会に促進できます。
阿久根川内道路の早

期開通を願っています。

阿久根川内道路の開
通により、阿久根市の
活性化、交通の利便性
による観光客や移住者
の増加などが見込まれ
ます。
阿久根市が、豊かな

自然と便利さ、また、
暮らしやすさなどを備
えた町となり、更に発
展していくよう期待し
ています。

７月２２日に、阿久根川内道路建設協力会の主催のもと、阿久根市市民交流セン
ター『風テラスあくね』において阿久根川内道路の決起大会が開催されました。関
係国会議員、塩田知事、県議会議員、協力会の首長、各地方自治体の議長・議員な
ど多くの方々が出席され、総勢約５００人の参加がありました。
大会の前には、森戸九州地方整備局長による進捗状況の講演があり、その後、住

民意見の代表として、川内青年会議所の若田専務理事、鶴翔高校生徒会長の中村さ
んが意見発表され、利用者の立場から早期完成に向け熱い思いの発表がありました。
また、大会では、整備促進や予算確保を求める大会決議の採択後、会場一丸と

なって早期整備へのがんばろうコールが力強く行われました。
昨年の薩摩川内市での大会に続く大会でしたが、総勢５００名もの皆様の熱気が

集結され、早期整備に向けた地域の思いを再認識したところです。
これからも皆様の期待に応えられるよう取り組んでまいります。

発行元：国土交通省九州地方整備局 鹿児島国道事務所 TEL:099-216-3111

HP：https://www.qsr.mlit.go.jp/kakoku/ X(Twitter)：https://twitter.com/mlit_kakoku

ちびっこたちも元気に踊ってました♪ 国道3号での総踊りの様子

阿久根みどこい夏まつり2023
７月２９日に４年ぶりに『阿久根みどこい夏まつり』が

開催されました。
このまつりは、国道３号で行われるパレードや阿久根ハ
ンヤ節に併せて踊る「ハンヤ総踊り」で盛り上がる夏の風
物詩となっています。

阿久根川内道路決起大会が開催されました！
～みなさんの熱い期待にあふれる大会となりました～

♪地域のイベント♪
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